








































































22－24 65 α0140，020α040 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　24～26 73 0，0130，012
4．17～18 50 0．005・0，010
量 qb　　　　　　　　　　　　　　21～22468 0，028　　‘O，039黄砂観測
＼　　0．030Z ●　　　　　　　　　　　　　　　　　22～23 210 0，0220，033黄砂観測英 23～24 63 0，002α005
三 r30．92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26～30 68 0，0120，Ol1
でこ　qo20 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．19～20 96 0，Ol9α017






放射化分析　　μg／㎡ 21～21 39 0，0020，002
図一1　放射化分析と原子吸光分析の相関性 平均値 91 0，0130，016
表一3　黄砂時の浮遊粉じんの成分分析結果 （単位μ9／㎡）
粉じん濃度 SOI2一NOゴFe Pb Cu Ni Zn Cd MnCo Cr Ca V
55．4．21～22 468 11 2．2 14 0，085α0380，0260」7α0030．370，0090，0568．8 0，039
55．4．22～23 210 9．7 3．9 5．3 0，0890，0520，Ol80．260，0050．140，0050，0239．5 0，033
4～5月で黄
砂時を除いた 69 8．4 2．2 0．950，0490，0320，OIO0，0890，004α030，0020，0155．5 0，Ol1
平均値n＝4
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